
 

 

◎主治医が２年で異動してしまうのが悲しい。せめて４．５年は居てほしい。医師が異動するのはなぜ？ 

⇒当院の医師は、殆ど大学医局に籍を置いており、当院では研修医、専攻医として赴任し、新しい医療や治療、検査法など多くのこと

を勉強します。多くのことを学んだ医師は、学んだ知識や経験を糧にその後、大学や他の病院へ異動していきます。 

患者さんにとって、主治医が数年で変わることに不安を感じられることもあると思いますが、当院は“将来を担う医師を 

育成するための病院“であることをご理解いただけますと共に今後も何卒よろしくお願いいたします。 

◎消灯時間が「２２時」なのはなぜ？ 

⇒準深夜帯にかかる治療処置、看護師業務(患者さんの観察やケア)などを考慮し、当院では消灯時間を「２２時」と設定しておりま

す。そのため、患者さんには「自身の生活習慣に合わない」と感じられているかもしれませんが、何卒ご理解いただけますよう、よろし

くお願いいたします。 

◎以前、内科の前にあった椅子を戻してほしい。 

⇒「支払いの待ち時間の改善」等を目的に『自動精算機』を３台設置した関係で、支払時に「患者さんのプライバシー 

が守れるように」と、椅子を撤去させていただきました。何卒ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

入院している患者さんは、病室のベッドに横になって点滴を受けている

イメージがありますよね。点滴は、脱水症状を緩和するための水分補給の

ほか、お薬を持続的に投与するために行われます。 

お薬の中には、正確に投与しなければ重大な副作用を引き起こすものが

あります。そういうときには輸液ポンプという医療機

器を使います。また同じような機器にシリンジポンプ

というものがあります。こちらは、お薬を微量でより

正確に投与したいときに使用します。 

使用が終わった輸液ポンプやシリンジポンプは、次に安全に使用できるように、 

中央臨床工学部で点検を行っています。 
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中国労災病院 
 

日本医療機能評価機構認定病院 

地域医療支援病院 

広島県指定がん診療連携病院 

 ◎ホームページにも、いろいろな情報を掲載しています。 

中国労災 検索 

 

 

 

中国労災病院ニュース 

 

病院理念 

 患者中心の良質な医療と地域医療への貢献 

患者さんの声にお答えします－投書箱より－ 

 

 

 

 

 


